
■
回
向
院
の
大
相
撲

　

日
本
で
は
１
５
０
０
年
以
上
の
長
い

歴
史
を
誇
る
相
撲
が
、
現
在
の
よ
う
に

「
大
相
撲
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る

の
は
、
江
戸
時
代
中
期
の
こ
と
で
す
。

徳
川
幕
府
に
よ
る
平
和
が
続
い
た
こ
と

で
毎
年
の
よ
う
に
催
さ
れ
、
人
気
が
高

ま
っ
た
こ
と
が
大
相
撲
成
立
の
背
景
に

あ
り
ま
す
。
大
相
撲
の
名
に
相
応
し
く
、

花
形
力
士
た
ち
が
毎
場
所
熱
戦
を
繰
り

広
げ
た
の
で
す
。

　

江
戸
時
代
前
期
に
は
、
深
川
・
江
東

地
域
で
も
相
撲
が
盛
ん
で
し
た
が
、
天

明
年
間
（
１
７
８
１
～
８
９
）
頃
か
ら
、

両
国
・
回
向
院
が
中
心
地
と
な
り
ま
し

た
。
両
国
橋
広
小
路
の
芝
居
小
屋
・
茶

屋
や
回
向
院
で
の
開
帳
な
ど
で
、
両
国

は
浅
草
と
並
ん
で
江
戸
随
一
の
盛
り
場

と
し
て
大
い
に
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

天
保
４
年
（
１
８
３
３
）
冬
以
降
、
江

戸
の
大
相
撲
は
毎
場
所
回
向
院
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
の
町
名
主
・
著
述
家
の
斎さ

い
と
う藤

月げ
っ

岑し
ん

は
、
天
保
９
年
（
１
８
３
８
）
刊
の

『
東と

う
と都

歳さ
い
じ
き

事
記
』
で
、
江
戸
の
大
相
撲

第
一
の
場
所
と
し
て
回
向
院
を
挙
げ
、

歌う
た
が
わ川

国く
に

郷さ
と

も
大
相
撲
で
賑
わ
う
両
国
の

様
子
を
見
事
に
描
い
て
い
ま
す
（
図

１
）。
夕
涼
み
や
川
開
き
、
花
火
な
ど

と
と
も
に
、
大
相
撲
は
両
国
の
風
物
詩

で
あ
り
、
江
戸
文
化
を
象
徴
す
る
行
事

の
ひ
と
つ
と
な
り
ま
し
た
。

■
国
技
館
の
誕
生

　

明
治
維
新
後
も
回
向
院
で
の
大
相
撲

が
続
き
、
明
治
42
年
（
１
９
０
９
）
６

月
、
境
内
に
国
技
館
が
誕
生
し
ま
す
。

国
技
館
は
当
初
、
常
設
館
と
い
う
名
称

で
し
た
が
、
小
説
家
・
新
聞
記
者
の
江え

見み

水す
い

蔭い
ん

に
よ
る
開
館
披
露
文
中
の
「
角

力
（
相
撲
）
は
日
本
の
国
技
」
と
い
う

文
言
か
ら
「
国
技
館
」
と
命
名
さ
れ
ま

し
た
。
晴
天
興
行
だ
っ
た
大
相
撲
が
雨

天
で
も
開
催
可
能
に
な
る
な
ど
、
国
技

館
の
誕
生
は
大
変
画
期
的
な
出
来
事
で
、

東
京
の
新
名
所
と
し
て
（
図
２
）
の
よ

う
な
絵
は
が
き
が
人
気
を
呼
び
ま
し
た
。

　

横
綱
の
常ひ

た
ち
や
ま

陸
山
や
双ふ

た
ば
や
ま

葉
山
を
は
じ
め
、

回
向
院
の
国
技
館
で
も
多
く
の
名
力
士

が
活
躍
し
ま
し
た
。
戦
後
、
本
場
所
の

舞
台
は
蔵
前
に
移
り
ま
し
た
が
、
昭
和

60
年
（
１
９
８
５
）
１
月
、
現
在
の
地
、

両
国
に
国
技
館
が
開
館
し
、
今
日
に
至

っ
て
い
ま
す
。

　

■
相
撲
の
街

　

両
国
に
は
多
く
の
相
撲
部
屋
が
集
い
、

今
も
江
戸
時
代
の
錦
絵
と
同
様
に
、
髷ま

げ

や
着
物
姿
の
力
士
た
ち
が
闊か

っ
ぽ歩

し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
本
場
所
開
催
時
に
は
、

国
技
館
に
幟

の
ぼ
り

が
は
た
め
き
、
太
鼓
の
音

が
鳴
り
響
き
、
江
戸
文
化
を
体
感
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
相
撲
の
神

様
を
祀ま

つ

る
野の

み
の
す
く
ね

見
宿
禰
神
社
（
図
３
）
が

北
斎
通
り
に
位
置
す
る
な
ど
、
大
相
撲

ゆ
か
り
の
地
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
両
国
を
散
策
し
て
相
撲
文

化
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

（
公
益
財
団
法
人
日
本
相
撲
協
会

　

相
撲
博
物
館
学
芸
員　

土
屋
喜
敬
）
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（図３）野見宿禰神社

（図１）歌川国郷　画「両国大相撲繁栄之図」
嘉永6年（1853）　所蔵：相撲博物館

（図２）開館当時の国技館　絵はがき　
明治42年（1909）　所蔵：相撲博物館



■
東
京
水
辺
ラ
イ
ン
の
ご
紹
介

　
「
東
京
水
辺
ラ
イ
ン
」
は
、
両
国
リ

バ
ー
セ
ン
タ
ー
を
起
点
と
し
て
、
３
隻

の
水
上
バ
ス
を
運
航
し
て
い
る
定
期
旅

客
船
事
業
者
で
す
。
水
上
バ
ス
は
東
京

都
の
所
有
で
、
政
策
連
携
団
体
で
あ
る

（
公
財
）東
京
都
公
園
協
会
が
管
理
運

営
を
担
っ
て
い
ま
す
。
令
和
２
年
７
月

に
は
、
就
航
を
開
始
し
て
30
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。

　

通
常
は
、
隅
田
川
を
中
心
に
両
国
を

出
発
し
て
、
浅
草
二
天
門
発
着
場
を
経

由
し
、
お
台
場
海
浜
公
園
や
葛
西
臨
海

公
園
ま
で
就
航
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
前
の
平
成
29
年
度
に
は
、
年
間
20
万

人
近
く
の
お
客
様
に
ご
乗
船
い
た
だ
い

て
お
り
ま
し
た
。

　
■
３
隻
の
水
上
バ
ス
の
役
割

　

現
在
、
１
４
０
名
定
員
の
「
さ
く

ら
」
と
「
あ
じ
さ
い
」、
２
０
０
名
定

員
の
「
こ
す
も
す
」
の
全
３
隻
体
制
で

運
航
し
て
い
ま
す
。
す
べ
て
白
色
が
基

調
の
船
で
、
特
徴
と
し
て
、
全
高
が
低

く
制
限
さ
れ
て
い
る
代
わ
り
に
、
屋
上

デ
ッ
キ
に
上
る
こ
と
が
可
能
で
、
オ
ー

プ
ン
エ
ア
の
空
間
に
て
、
開
放
感
を
満

喫
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
船
は
、
普
段

は
旅
客
船
と
し
て
皆
様
に
お
楽
し
み
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
非
常
時
に
は
、

防
災
船
と
し
て
の
役
割
が
与
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

大
規
模
災
害
が
発
災
し
た
際
に
は
、

東
京
都
の
定
め
る
「
地
域
防
災
計
画
」

に
基
づ
き
、
防
災
船
と
し
て
救
援
物
資
、

医
療
救
護
班
及
び
患
者
、
帰
宅
困
難
者

等
の
移
送
な
ど
、
水
上
輸
送
の
要
と
し

て
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
定

期
便
と
し
て
の
運
航
は
、
非
常
時
に
備

え
た
船
員
の
習
熟
訓
練
を
兼
ね
て
お
り
、

時
に
は
、
定
期
航
路
と
は
異
な
る
航
路

の
運
航
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

各
関
係
機
関
と
連
携
し
、
災
害
時
対
応

訓
練
や
テ
ロ
対
策
訓
練
な
ど
に
年
間
10

回
程
度
参
加
し
て
い
ま
す
。
墨
田
区
内

で
は
、
東
白
鬚
公
園
と
連
携
し
た
防
災

訓
練
を
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
■
防
災
船
着
場
の
整
備

　

水
上
バ
ス
は
、
路
線
バ
ス
が
停
留
所

に
止
ま
る
よ
う
に
、
両
国
を
出
発
す
る

と
、
い
く
つ
も
の
船
着
場
に
止
ま
り
な

が
ら
運
航
し
ま
す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

「
防
災
船
着
場
」
と
し
て
整
備
さ
れ
た

も
の
に
な
り
ま
す
。
防
災
船
着
場
は
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
際
に
、
寸
断
さ

れ
た
陸
上
交
通
網
の
補
完
な
ど
の
観
点

か
ら
、
災
害
時
に
お
け
る
河
川
舟
運
の

有
効
性
が
注
目
さ
れ
、
整
備
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

隅
田
川
の
よ
う
な
大
き
な
河
川
だ
け

で
な
く
、
中
小
の
河
川
に
も
整
備
が
進

め
ら
れ
、
国
、
都
、
区
な
ど
の
行
政
機

関
、
民
間
な
ど
各
管
理
者
の
も
と
、
都

内
に
は
70
を
超
え
る
防
災
船
着
場
が
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
部
の
防
災
船
着

場
に
つ
い
て
は
、
屋
形
船
を
中
心
に
観

光
振
興
等
の
た
め
、
通
常
時
で
も
利
用

が
開
放
さ
れ
て
い
ま
す
。
水
上
バ
ス
が

止
ま
る
両
国
船
着
場
、
吾
妻
橋
船
着
場

（
墨
田
区
役
所
前
）、
浅
草
東
参
道
二

天
門
船
着
場
（
浅
草
二
天
門
）
な
ど
も

防
災
船
着
場
と
し
て
整
備
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　
■
お
す
す
め
コ
ー
ス
と
今
後
の
展
望

　

東
京
水
辺
ラ
イ
ン
は
、
普
段
は
月
・

火
定
休
の
週
５
日
間
運
航
、
繁
忙
期
は

毎
日
運
航
し
て
い
ま
す
。
夜
景
観
賞
に

最
適
な
毎
週
土
曜
日
開
催
の
「
ナ
イ
ト

ク
ル
ー
ズ
」、
隅
田
川
の
は
る
か
上
流

ま
で
進
み
、
防
災
船
と
し
て
の
能
力
を

実
感
し
て
い
た
だ
け
る
「
い
ち
に
ち
ゆ

ら
り
旅
」
な
ど
は
お
す
す
め
コ
ー
ス
で

す
。
こ
ち
ら
は
月
１
回
程
度
の
開
催
と

な
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
を
中
心
に
一
気
に
乗
船
者
数
が
戻

っ
て
き
ま
し
た
。
令
和
４
年
度
の
乗
船

者
数
は
12
万
人
、
今
年
度
は
そ
れ
を
は

る
か
に
上
回
る
ペ
ー
ス
で
増
加
し
て
い

ま
す
。
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
皆
様

に
も
東
京
水
辺
ラ
イ
ン
に
気
軽
に
ご
乗

船
い
た
だ
き
、
水
辺
に
親
し
み
、
舟
運

を
満
喫
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

（
東
京
都
公
園
協
会
水
辺
事
業
部

　
　

水
辺
ラ
イ
ン
課
長　

八
馬　

稔
）
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